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特殊相対論 No.2 速度の合成貝J(特殊相対論 No.11参照 )
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(b)縦軸にκ 系の時亥Jι ,横軸にκ 系からみた位置 χ,Xを とって,上の表をグラフに描きなさ
い。傾きは速さを表すので,以下では tan θ=y,tan ψ=υ としよう。
2ざ
違ζF認曇罵 Zl聟饗ら見て,κ メゞ荏色∬保と物体の位置∬′,およびそれぞれの速さ
υ終,プ を求め,以下の表を完成させなさい。
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(b)2.の表の値を,1.で描いたグラフの中から読み込むためにκ′系の世界線上に時刻プの目盛を
とりなさい .

3.2つの座標系から見た物体の速さυ,υ′の関係式 (速度の合成則)を求めなさい .

1♂
曇歪翼 1｀象

g賃
響,速 さyで動く座標系κ′あな よび速 さυで動く物体の位置″を求

め,以下の表を完成 させなさい。
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(b)三角形 OPQに対して正弦定理を使 うことによつて,♂ =:8を計算し,速度の合成則を導出
しなさい .
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4。 (速度の合成則)`― ″座標系で,○ (0,0),P(10,10),Q(10,5)と する.

(a)κ
′
系から見た物体の速さυ′をグラフから読み取りなさい。
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5。 Galilei変 換の式は

と書くことができる。

(a)式 (1)か ら,速度の合成則を導きなさい。グ=子 を計算する.

グミ詳じル(χ―ソt)≧卜y=ザーV

(b)も う一度で微分することにより,加速度を求めなさい。″=霧 を計算する。Newtonの運動
方程式は,Galilei変 換に対して不変であるか。

〆ゝ
等 誅 鮮→

ミ
弊
‐け カロゞB「彗繊ぬりなぃ トベ副 e計師のぼ§

"輝
ゴ感

がY%な操に活nネッあふ。
6。 今日の講義でわかつたこと 。わからなかつたこと 。感想などを書きなさい.(自 由記載 )
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